
溶接不要のジ
ョイント金具

敷鉄板の「開
き・ズレ・バタ

ツキ」を解消

安全性向上 騒音抑制 コスト削減

鉄板のフラットな状態を維持し、
バタツキや横ズレを抑えること
で、作業員の足の挟まれなどの労
働災害を未然に防ぎます。

鉄板のガタつきを抑え、車輌通行
時の騒音・振動を抑制します。

溶接跡が残らず、鉄板返却時の付
着物除去費が発生しません。整備
して再利用できるので環境対策に
もなります。

2017年10月31日まで国土交通省「NETIS」に登録されておりました。
（登録番号 :KT-060068-V)

仮設機材の創作・レンタル ・販売 

リンクプレート
敷鉄板緊結安全金具



�����

������

����

����

�����

��������

対辺 ����

重量  約 3.3kg /１セット

仕 様

取り付け手順

! 割付例と注意事項

必要個数の目安｜鉄板枚数 ×3.2～3.5 個

▪長辺 [6,000 ㎜ ] 側には、両端部から300㎜以内に 1ヶ
ずつ、真ん中に１ヶの計3ヶ取り付けてください。

▪端部から300㎜以上離すと、敷鉄板がばたつきボルト
がゆるみやすくなります。

▪短辺 [1.500 ㎜ ] 側に連結する場合、1ヶ取り付けます。
（スロープや力のかかる場所には2ヶ取り付けてください。） 

※敷鉄板の厚さは 19mm～25mmでご使用ください。
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敷鉄板1,500㎜ ×6,000 ㎜ 使用時
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株式会社大同機械

●このカタログの記載内容は 2022 年 2月現在のものです。製品の仕様は改良のため、予告なく変更することがあります。

https://www.daidoc.co.jp商品に関するお問い合わせ　

※必要工具としてラチェットレンチ24mmをご用意ください。

短
辺
側

長辺側

割付例

本社  〒136-0071 東京都江東区亀戸 2-25-14 京阪亀戸ビル 2階
 TEL. 03-5609-7133  FAX. 03-5609-7139

取り扱い製品はホームページからもご覧いただけます▶

[ 内 側 ] [ 外 側 ]

1リンクプレート下部を敷鉄板に挿入し
ます。

2 2枚目の敷鉄板を敷設してください。 3 各々の敷鉄板にピンが2個ずつ噛んで
いるか必ず確認してください。

4 センターボルトの締め付けを行います。 5 ハンマーでピンの穴部を強く叩き、
     ピンをより深く食い込ませてください。

6 再度センターボルトの本締めを行います。


